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【主な研究成果】 

現在, 薄膜を形成する方法には真空蒸着法, スパッタリンク法などが存在する. これらの成膜法を用

いて薄膜を形成するためには長時間成膜が必要である. 本研究で用いるエアロゾルデポジション(AD)
法は常温で薄膜を高速で成膜することが可能である. AD法による成膜には, セラミックス原料粉末が

主に用いられており, 金属粉末を用いた膜形成はほとんど行われていない. 本研究では, Ni粉末など

の金属粉末を用いてAD法による膜形成を行い, 金属膜形成に与える原料粉末の影響やその機械的

特性を明らかにすることを目的とした.  
本研究で得られた結果の一例として平均粒径の異なる2種類のニッケル粉末を種々の混合比で作製

した複合粉末を用いた製膜実験を実施した. 製膜条件は, 搬送ガスHe, ガス流量10L/minである. 製
膜実験後のニッケル膜の表面を研磨後, ビッカース硬さ試験機を用いた硬度計測を行った. 

硬さ試験の結果より，原料粉末における粒径2～3μmの粉末の重量比が増加するにしたがって, 同
一の製膜時間において形成される膜厚は18 μmから6 μmと小さくなる一方，ビッカース硬度は288から

532と高くなった. 同じ材料で硬度が向上する理由としては, 結晶粒の微細化もしくは膜密度の向上な

どが考えられる.  
 
【今後の展望】 

実験結果から平均粒径の大きな粉末の重量比が増加すると膜厚が小さくなり, ビッカース硬度が高くな

ることから, 膜密度が向上したと考えている. 膜密度が向上する理由として, 粒径の大きい粒子がすで

に形成されている膜に衝突することで大きな衝撃力が加えられ, 緻密化が促進されているのではない

かと考えている. 今回用いたニッケル粉末だけでなく, 他の金属粉末を用いた成膜においても, 平均

粒径の異なる金属粉末を混合させて膜形成を行うことで, 緻密化を促進することが可能ではないかと考

えている. 
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